
 1 

2020（令和 2）年度公益財団法人青少年野外活動総合センター事業報告書 

 

全体概要 

2020 年度は、新型コロナウイルス感染症（以下コロナ）に大きく影響された

一年であった。 
2020 年 2 月にパイオニアキャンプ（京都府受託指導者養成事業）を実施寸前

で中止したのを始めとして、3 月からは本法人の主催事業を全て中止した。また

春休みの利用繁忙期の利用はすべてキャンセルになり、大きな損害を与えるこ

ととなった。 
2020 年 4 月 7 日に発出された第 1 回の緊急事態宣言（以下宣言）を受けて、

友愛の丘と大正池グリーンパークの施設事業は臨時閉館とした。全職員に可能

な限りテレワーク（在宅勤務）を導入した。その後も 5 月末まで臨時閉館を継

続した。 
友愛の丘は、6 月からは部分的な営業再開を模索したが、利用は回復せず、例

年賑わう春の学校遠足利用も皆無と終わった。夏から秋も利用は戻らず、特に館

内宿泊利用はほとんどなく、現在もその傾向は続いている。そのため収益は開設

以来最悪の状況となった。 
大正池グリーンパークは営業再開後、比較的早く利用が回復したものの、団体

利用はすべて消滅し、収益に貢献するところまでは届いていない。 
また、子どもキャンプ事業と指導者育成事業も、多大な影響を受けた。子ども

たちの大切な体験機会を確保したいという思いはありながらも、未知のウイル

ス感染リスクへの対応に見通しがつかず、年度前半の事業はほぼ全て見送るこ

とになった。収入の大きな柱であるサマーキャンプもほんの一部を除き実施で

きず、こちらも大幅に収益が悪化した。さらに学生ボランティアの対面育成もま

まならず、非常に苦労した一年となった。 
京都府立木津川運動公園の指定管理事業でも、たび重なる宣言をうけて、かろ

うじて開園は続けたものの、自主事業の開催に制約が出て、事業開始後初めて、

のべ来園者数が前年度を割り込んだ。 
このようにコロナの影響は、全事業課に渡り大きな影を落とした。職員の給与

も、6 月からは合意のもとに減額し、まことに苦しい一年であったと言わざるを

得ない。給与は戻せないままである。来たる 2021 年度は、なんとかコロナの出

口を見ることのできる年であってほしいと切に願う。 
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また友愛の丘の周辺では、新名神高速道路建設が本格化し、かつてやまばと村

と呼ばれていた友愛の森の最南部が切り崩され、野外活動の場所が具体的に制

限されるようになった。建設工事に伴う近隣の森林消失で友愛の丘敷地内にイ

ノシシやシカが頻繁に侵入してくるようになり、昨年度より場内ではかなりの

獣害が発生している。今後は、新名神高速道路の建設に加えて、木津川運動公園

北側区域の建設進捗などにより、友愛の丘の活動が大きく制約されてくること

が予測される。 
 

 

１ 公１野外活動や青少年育成を行う活動 

 

事業の概要 

 単発事業については、キャンプ宿泊時のコロナ対策が確立していなかったこ

とと、学生スタッフ（キャンプカウンセラー）の中でも宿泊に対する不安が大

きかったため、夏の事業については全て日帰りでの事業として実施した。しか

し夏の事業についての問い合わせはほとんどない状態で、参加者も定員には達

しなかった。秋から少人数、ソロ宿泊といったコロナの対策を講じながら宿泊

事業を再開した。冬にはスキー事業、3月は低学年、高学年のキャンプを実施

するなど、例年行なっていた事業も少しずつではあるが再開していった。 

 通年事業については、事業に携わる学生スタッフの確保が難しいため、4月

〜8月までの期間休止とし、9月から事業を再開させた。野外炊事や宿泊を伴

うプログラムについては内容を変更して実施した。また友愛の丘以外で行うプ

ログラムについては、現地集合解散とするなどの対策も行なった上での実施と

なった。 

 とても厳しい年度となったが、2020 年度に工夫した単発事業、通年事業の内

容は次年度にも活かせるものになったと思われる。 
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表 1-1 単発事業の詳細 

名称 実施日 対象 参加費 定員 参加者 ｽﾀｯﾌ数 

水遊びキャンプ 7 月 25 日 年少児〜小学3

年生 

8,000 円 

（税込） 

16 名 16 名 8 名 

いきものキャンプ 8 月 1日 

2 日 

年中児〜小学6

年生 

16,000 円

（税込） 

16 名 7 人 3 名 

友愛デイキャンプ 8 月 8日 年少児〜小学3

年生 

8,000 円

（税込） 

16 名 2 名 6 名 

友愛デイキャンプ 8 月 9日 年少児〜小学3

年生 

8,000 円

（税込） 

16 名 最少催行人数に達し

なかったため中止 

友愛デイキャンプ 8 月 10 日 年少児〜小学3

年生 

8,000 円

（税込） 

16 名 6 名 9 名 

カヌーキャンプ 8 月 12 日 小学 3 年生〜

中学 3年生 

10,000 円

（税込） 

8 名 7 名 4 名 

友愛デイキャンプ 8 月 15 日 年少児〜小学3

年生 

8,000 円

（税込） 

16 名 4 名 8 名 

友愛デイキャンプ 8 月 16 日 年少児〜小学3

年生 

8,000 円

（税込） 

16 名 3 名 5 名 

友愛デイキャンプ 8 月 17 日 年少児〜小学3

年生 

8,000 円

（税込） 

16 名 最少催行人数に達し

なかったため中止 

カヌーキャンプ 8 月 19 日 小学 3 年生〜

中学 3年生 

10,000 円

（税込） 

8 名 5 名 3 名 

友愛デイキャンプ 8 月 21 日 年少児〜小学3

年生 

8,000 円

（税込） 

16 名 10 名 4 名 

友愛デイキャンプ 8 月 22 日 年少児〜小学3

年生 

8,000 円

（税込） 

16 名 4 名 10 名 

友愛デイキャンプ 8 月 23 日 年少児〜小学3

年生 

8,000 円

（税込） 

16 名 1 名 5 名 

おちばキャンプ 12 月 12 日 年少児〜小学6

年生 

8,000 円

（税込） 

20 名 6 名 7 名 

スキーキャンプ 1 月 9日〜 

1 月 11 日 

小学 1 年生〜

高校 3年生 

44,000 円

（税込） 

30 名 30 名 12 名 

日帰りスキーキャンプ 2 月 20 日 小学 1 年生〜

高校 3年生 

12,000 円

（税込） 

20 名 19 名 8 名 
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日帰りスキーキャンプ 2 月 21 日 小学 1 年生〜

高校 3年生 

12,000 円 

（税込） 

20 名 13 名 8 名 

ひみつ基地キャンプ 3 月 25 日〜

26 日 

年少児〜小学6

年生 

14,000 円

（税込） 

20 名 15 名 10 名 

 

表 1-2 通年事業の詳細 

部門名 実施回数 対象 年会費 定員 会員数 スタッフ数 

りとるちきゅうく

らぶ 

全 13 回 年少児〜年長

児 

28,000 円 

（税込） 

30 名 22 名 5 名 

じゅにあちきゅう

くらぶ 

全 13 回 小学 1年生〜

小学３年生 

28,000 円 

（税込） 

40 名 30 名 3 名 

サタデーキッズク

ラブ 

全 19 回 年中児〜小学

４年生 

38,000 円 

（税込） 

30 名 17 名 4 名 

パイオニアアドベ

ンチャークラブ 

全 7回 小学４年生〜

中学３年生 

35,000 円 

（税込） 

25 名 20 名 4 名 

コロナのため、８月まで休止した。９月より再開。全て日帰りでの事業。 

 

 

 

２ 公２野外活動や青少年育成に携わる人材を育成する事業 

 

2-1.友愛の丘キャンプカウンセラー 

 設立当初より、友愛の丘を利用するキャンパーの援助と、キャンプ場の充実

などを目的として、キャンプカウンセラーを育成している。キャンプカウンセ

ラーは主として大学生ボランティアによって組織され、育成されたキャンプカ

ウンセラーは、友愛の丘を利用する青少年キャンパーの援助にだけではなく、

友愛の丘主催キャンプや通年活動などの指導にもあたっている。 

 2020 年度は宣言や大学の授業がオンラインとなったことから、地方にとどま

る学生が多く、対面での研修が思うように行えず、コミュニケーションが取り

づらい 1年となった。研修で使用している京都市内の施設がコロナで閉鎖さ

れ、対面研修が行えない期間は、オンラインでの研修を実施するなどの手段を

取り入れ工夫しながらボランティアの育成を実施した。 
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表 2-1-1 キャンプカウンセラー研修実績報告 

日程 内容 場所 出席者数 

4 月 6日 現役カウンセラー研修 オンライン 30 名 

4 月 14 日 見ること、感じること、考えるこ

と 

オンライン 26 名 

4 月 28 日 コロナ禍での活動の仕方について オンライン 33 名 

5 月 12 日 アイスブレイクについて オンライン 35 名 

5 月 16 日〜

17 日 

フレッシュ研修 オンライン 54 名 

5 月 26 日 友愛の丘でのルールについて オンライン 52 名 

6 月 9日 体験学習法、ふりかえり オンライン 51 名 

6 月 23 日 コミュニケーション技術 オンライン 48 名 

7 月 7日 (KYT)危険予知トレーニング オンライン 48 名 

7 月 18 日 保護者との関わり方 下京青少年活動センター 46 名 

7 月 19 日 リスクマネジメントについて 友愛の丘 46 名 

7 月 21 日 熱中症や、応急処置について オンライン 43 名 

9 月 15 日 秋以降の活動について 友愛の丘 37 名 

9 月 29 日 対象年齢に合わせて説明方法 オンライン 44 名 

10 月 13 日 保護者対応について オンライン 42 名 

10 月 27 日 コンセンサス(合意)について ひと・まち交流館 40 名 

11 月 10 日 ロールプレイング ひと・まち交流館 35 名 

11 月 24 日 Co.企画説明会 ひと・まち交流館 37 名 

12 月 8日 Co.企画のふりかえり ひと・まち交流館 27 名 

12 月 22 日 コロナのことの再確認 キャンパスプラザ京都 23 名 

1 月 12 日 新年の抱負など オンライン 41 名 

1 月 26 日 自然についての知識 オンライン 37 名 

2 月 2日 サイドワークとは オンライン 35 名 

2 月 16 日  パイオニアキャンプについて オンライン 36 名 

3 月 9日 一年間のまとめ ひと・まち交流館 31 名 

3 月 23 日 新年度について ひと・まち交流館 25 名 
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表 2-1-2 ワーク活動 

友愛の丘の施設改善を目的に、以下のワーク活動を行った（のべ人数） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

0 0 0 2 26 5 12 17 4 6 7 9 

 

 

2-2. ジュニアリーダー 

 中学生・高校生の社会参加と居場所作りを目的にジュニアリーダーを育成し

ている。ジュニアリーダーは主に通年事業の元参加者で構成されており、友愛

の丘主催キャンプや通年事業でキャンプカウンセラーの補佐にあたっている。 

 2020 年度はコロナのこともありジュニアリーダーを集めての対面研修は全て

中止とした。事業の補佐に参加した日に職員から直接指導をするなどの簡単な

研修はおこなった。次年度は季節ごとに対面での研修を行えるようにしていき

たい。 

表 2-2 ジュニアリーダー研修一覧 

ジュニアリーダー研修報告 

日程 内容 場所 出席者数 

4 月 29 日 コロナのため中止。 

6 月 28 日 

2 月 27 日 
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2-3. 青少年野外活動指導者育成事業 （京都府青少年課受託事業） 

 京都府から委託された青少年野外活動指導者育成事業、および、定期的に開

催する各種の勉強会、厳冬期トレーニングを目的とした長期の「パイオニアキ

ャンプ」などのトレーニング事業を実施した。コロナ禍でも実施できるように

工夫したプログラムも多く、今後の事業に取り入れていける部分も多く見つか

った。なおパイオニアキャンプでは、京都府キャンプ協会の協力を得て、（公

社）日本キャンプ協会公認キャンプインストラクター資格講習会として開催し

た。 

表 2-3 青少年野外活動指導者育成事業一覧 

名称 実施日 対象 参加者数 

アウトドアリーダーチャレンジ

研修会 スキルアップ研修会 

9 月 19 日、20 日 

（日帰り） 

一般 44 名 

36 名 

京都ティーンズチャレンジキャ

ンプ 

10 月 31 日〜 

11 月 1日（宿泊） 

小学 5年生〜高校生 14 人 

青少年キャンプ指導者講習会

「パイオニアキャンプ」 

3 月 16 日〜19 日

（宿泊、日帰り） 

一般 74 名（延

べ人数） 

京都ティーンリーダーズチャレ

ンジキャンプ 

3 月 28 日〜29 日

（宿泊） 

小学 6年生〜高校生 16 名 

青少年キャンプ指導者講習会は 2 月 23 日〜26 日の計画であったが、宣言が発令されたため、

上記に日程を変更した。 
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３ 公３自然環境保全施設の運営を通じた野外活動及び青少年育成事業 

 

3-1. 京都府立木津川運動公園指定管理事業 

 2020 年度は指定管理期間の２期目の４年目となり、前年までの実績を元にし

ながらも、なるべく効率的な公園運営を行なうと共に、3期目獲得につながる

事業展開を心がけた。 

2020 年 3月 31日に城陽市内においてコロナ感染者第一号が確認されたこと

を皮切りに、地域にコロナに対する不安が一気に広がった。本年度は手探りで

コロナ対策をしながら公園運営をした一年間であった。 

主な政府のコロナ対策と公園運営への影響は次の通り。4月 7日、京都府へ

の宣言（4月 11日〜5月 6日）発出が決定。京都府は本公園のトイレを除く建

物内と多目的広場の一般利用禁止を決定した。4月 16日、宣言の対象が全国に

広がり、京都府は特定警戒都道府県にも指定された。4月 28日には大型連休中

の駐車場閉鎖が決定。4月 30 日、京都府の宣言延長（〜5月 31日）が決定し

た。 

年が明け 2021年になると京都府に再び宣言（1月 14日〜2 月 28日）が発

出。大型イベントを自粛し、テレワークを導入した。 

 管理面では、今までに引き続き、多様な自然環境の創出を心がけ、工夫を加

えながら、今までの経験に基づく効率的で効果的な管理を目指した。開園して

７年目となり設備などの老朽化が徐々に目立ってきた。池展望デッキのフェン

ス塗装の劣化や水道管の漏水など、不具合が軽微なうちに対策することで、修

繕にかかるコストを抑えると共に施設の長寿命化を念頭においた維持管理を行

なった。また、池循環ポンプに経年による不具合が生じたため調節池の水を抜

き新しいポンプを設置する大掛かりな取り替え工事を行なった。同時に、より

長期間ポンプが正常に稼働するよう、取水口に泥除けネットを設置する工夫を

行なった。 

 府民協働による自然再生の森づくりでは、公園東側にある未開園区域の植樹

や森の整備を行なった。森守クラブ城陽と連携しながら活動をすすめた。近隣

の学校や企業 CSRなど、例年様々な団体が活動への参加をされるが、今年度は

コロナ拡大によって予約後のキャンセルが相次いだ。 

森は緩やかではあるが順調に成長していて、枝打ちや下草刈り、間伐といっ

た手入れも始まった。なお、開園当初より園路や展望台の工事が続いていた公

園東側区域は 2021年 3月 31日に開園した。 
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 公園で活動するボランティアグループも 4団体（森守クラブ城陽、はらっぱ

花壇クラブ、プレイリーダー、五里五里紙ヒコーキくらぶ）が定着し、その組

織化とフォローアップも重要な活動となった。 

 このように自然再生と環境教育の場として、また府民参画・生涯学習の場と

して、青少年の健全育成の場として、より一層充実した運営を今後も目指す。 

 公園の基本方針及び月ごとの来園者数、指定管理事業・自主事業・森づくり

実施結果は、表３−１−１〜６の通り。 

 

表 3-1-1.京都府立木津川運動公園の基本方針と取り組みの一覧 

基本方針等 具体的な取り組み 

１．府民参画により森を再生する 

府民と協働で、山砂利採取地を

豊かな森に再生する。 

① 森づくりの作業の支援 

② 森の仲間づくり（多様な団体等の参画の推進） 

③ 森の人材育成 

２．森を学ぶ・楽しむ場とする 

森を学び・楽しむプログラムを

提供する。 

① 森を活かした季節のにぎわいイベントの開催 

② 環境学習プログラムの提供 

３．快適な空間づくり 

芝生広場や水辺など美しい公園

の維持管理を徹底する。 

① エントランスから始まるウエルカムの心 

② 快適な芝生広場の管理 

③ おおらかで細やかな水辺の風景づくり 

④ 花の小径づくり 

⑤ 特色ある原っぱの風景づくり 

⑥ 効果的・効率的な維持作業 

４．持続可能な管理運営のシス

テムづくり 

① 森づくりの組織づくりと運営 

② 公園管理データの一元管理（植栽、修繕データ） 

③ 業務の評価と改善システム（PDCA サイクル） 

５．公園を広く知ってもらう ① 多様な広報の推進 

② 地域や団体等府民との連携による知名度の向上 

公園面積 約 13ha  大芝生広場 約 19,000m²  ファミリー広場 約 4,800m²   

多目的広場 約 2,900m²  ちびっこ広場 約 1,300m²（大型遊具(ザイルクライミング)）  

サークル広場 約 1,100m² （シェルター(約 86m²×2棟)） 

駐車場 151台（臨時駐車場を含めると約 300台） 
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表 3-1-2. 2020 年度 開園日数、利用者数、駐車台数等集計 

 

 

表 3-1-3. 

平成 26〜2020（令和 2）年度 京都府立木津川運動公園 開園日数、利用者数集計 

 
 

表 3-1-4.指定管理事業の一覧 
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表 3-1-5.再生の森作り活動の実績（指定管理事業） 
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表 3-1-6.自主事業の一覧 

 

 

 

 

3-2.公園の管理について 

 大芝生広場中央部、大芝生広場周縁部については、年間を通して安全でフワ

フワで、気持ちの良い芝生を提供することを目指して管理をした。 

 また前年度とおなじく、特に調節池周辺の一部をカヤネズミ保護区として全

く管理の手を加えず人の立ち入りも制限する区域や、一定の草丈確保をしてバ

ッタの多様性を高めることと公園管理の両立をはかるためトラ刈りをおこなう

区域を設けた。管理の実施詳細は、表 3-2-1 及び表 3-2-2 の通りとなった。ま

た、池の水質を改善するために、調節池の浚渫作業も業者に依頼し、行なっ

た。 
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図 3-2-1.公園全域図

 

 

表 3-2-1. 2020 年度 年間維持管理実績（その１） 
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表 3-2-2.2020 年度 年間維持管理実績（その２） 
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４ 収１野外活動や青少年育成のための宿泊施設、レクリエーション施設を 

  提供する事業 

 

4-1.友愛の丘利用の状況と、実施した主催事業について 
2020 年度は、昨年度末からのコロナのための自粛や宣言が発令されたため、

3 月から前年度に比べ、利用者数が激減した。春の利用の代表的な大学サークル

の新入生歓迎や学校の校外学習など、その全てがキャンセルとなり利用がなく

なった。4 月 11 日から 5 月 31 日まで臨時閉館することとなったため、利用は

皆無となり過去最低の利用状況となった。 
友愛の丘では初となるテレワークでの勤務体制を取り、出勤者数の削減に努

めた。この間は、YouTube を活用して施設や活動紹介の動画発信や、新規プロ

グラムの開発に取り組んだ。 
夏季休暇になっても、館内宿泊はまったくないままであったこともあり、収

益１課による独自事業として「カブクワキャンプ」などを実施した。家族単位を

対象にしたものだったが、京都府による宿泊料金割引のキャンペーンを適用で

きたこともあり、定員を超える人気だった。 
GoTo キャンペーンについては、ホームページ上に載せて宣伝したが、わずか

２件の利用に留まった。事務負担が増えただけで効果はほとんどなく、早期に取

り下げた。 
冬季の閑散期には、これまでも実施してきた「焼き芋イベント」を実施した。

これに関しても盛況だったため、焚き火で温まれるような家族単位で参加でき

るミニイベントや野外活動イベントを毎週打ち出した。 
2021 年 3 月にはようやく高校サッカーチームの館内泊利用があったとは言

うものの、わずか１団体のみだった。同 3 月には、ボーイスカウトの活動再開

が決定し、久しぶりに野外キャンプの複数利用があった。 
コロナの影響により収入が大きく減少した。そのため配置職員の柔軟な短期

移動などを行ない、できるだけの赤字縮小をはかった。今後はコロナの影響が解

消されるに従い、改善するものと思われる。事業の小規模な見直しを行ないなが

ら、需要回復にそなえている。 
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表 4-1-1 2020 年度に開催した主催イベント一覧表  

イベント名 日程 人数 

じゃがいも掘り体験 6 月 28 日、7月 4日、7月 5日 ８名 

カブクワキャンプ 7 月 25 日〜7月 26 日 28 名 

サツマイモ掘り体験 11 月 22 日、11 月 23 日 5 名 

やきいも大会 12 月 13 日 42 名 

焚き火でクッキング 1 月 30 日 3 名 

焚き火でクッキング「チョコっとバナナ」 2 月 14 日 7 名 

大人のためのはじめてのキャンプ「着火とテント」 2 月 28 日 5 名 

大人のためのはじめてのキャンプ「野外料理と食卓フライ」 3 月 14 日 3 名 

 

表 4-1-2 2020 年度友愛の丘月別施設利用者数  

  ４月 5月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

野

外 

2019  4750 7239 3588 1958 2593 1717 2165 1677 567 306 147 650 27357 

2020  90 0 620 800 841 1098 1254 1101 231 179 128 856 7198 

館

内 

2019  133 479 391 586 1344 431 123 122 202 48 5 40 3801 

2020  0 0 0 62 42 35 20 23 2 0 2 70 256 

 
図 4-1-1 月別利用者推移のグラフ 
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図 4-1-2 昭和 55 年から現在までの友愛の丘利用者数の推移  

 

 
 
 
4-2 施設の整備について 

例年は、学校遠足利用に対応するため 70 テーブル分以上の席を確保してき

た。しかし今年度は利用激減のため、利用する場所を限定し、カマドなど機材の

新規購入を避けるように工夫した。 
また、うめのさとの屋根の雨漏れが酷くなり、利用に支障が出ていたが、地

元の業者の協力を得て、格安で施工してもらうことができた。 
8 月には日本財団の「新型コロナ感染症に伴う社会活動支援事業」助成に応募

し、空気清浄機能の付いたエアコン設置や換気扇の追加設置などの内容で申請

したが、残念ながら助成対象に選出されなかった。 
2021 年 3 月からはキャンプ利用の増加を受けて、テントサイトの利用を増や

せるように、場内整備や予約体制の改善など事務的な準備をすすめた。 
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図 4-2-1 館内施設の概要 

 
 
図 4-2-2 野外施設の概要 
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５ 収２野外活動や青少年育成を行う団体と連携、協力する事業 

 

5-1 井手町野外活動センター大正池グリーンパークの 2020 年度事業概要 

 コロナ蔓延に起因する宣言等をうけて4月から5月末までの間、臨時休館とし

た。 

 臨時休館中は、衛生品質向上のための清掃手順改善や、予約システムの見直

し、場内での部分的な無料Wi-Fiサービス導入など、少人数管理のための業務

刷新を進めた。また例年通り井手町商工会発行のプレミアム商品券の取扱を行

なった。 

 

5-1-1 野外活動や青少年育成、自然環境保全を行う事業 

 昨年度に引き続き、オムロン株式会社・ワタキューセイモア株式会社が大正

池グリーンパーク内で行なう森林整備事業を支援する予定だったが、残念なが

ら大人数での植樹等は行なわれず、最小限の森林整備事業のみとなった。 

 同様に友愛の丘が開催する予定だった野外活動プログラムも最小限の利用に

とどまり、宿泊ではなく日帰りでの利用となった。 

 カヤック体験ツアーについては、ツアーを開催可能なスタッフが1名のみで

あったため、参加希望者数に充分対応できなかった。またさらに今年度は、好

シーズンである秋に農業用溜め池である大正池の水を抜き、メンテナンス作業

が行なわれた。そのためカヤック体験ツアー開催期間が予定よりも早く終了

し、希望者の要望に応えられず、今後の課題となった。 

 

5-1-2 施設および設備を保守管理運営する事業 

 予約システムの刷新や、施設全体の損傷箇所の修理などを行なった。また井

手町によりバンガロー横のバーベキュー屋根の更新、野外サイトのテントデッ

キの修繕などが行われた。さらに管理棟付近に限定されるもののフリーWi-Fi

の導入、バンガロー内の寝具を新しいリース寝具に交換するなど顧客へのサー

ビス向上を目的に細かく見直した。 

 

表5-1-1 2020年度大正池グリーンパーク月別施設利用者数 
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図5-1-1 2020年度大正池グリーンパーク館内並びに野外利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-1-3 自主事業の開催について 

コロナの影響により、前述のカヤック体験ツアー以外の自主事業は中止した。来

年度に状況が改善し次第、事業を再開する見込みである。 
 

 

 

5-2.丘の上ダイニングへの施設貸与 

 友愛の丘本館の一部を「丘の上ダイニング」に貸与した。利用者の給食や食材

の提供を担うほか、大正池グリーンパークでの食事提供も行なっている。 

ただし今年度は、友愛の丘の食堂利用はほとんどなく、大正池グリーンパーク

の利用は皆無であった。食堂利用は団体利用者に多く、団体利用が大きく減った

ため、食堂利用もなくなったものと思われる。こちらも事業者に大きな影響が出

た一年となった。 
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６ 法人業務 

 

6-1.役員等に関する事項 

 

2021年 3月現在 

  役 名  氏 名 就任年月日 職業 

1 代表理事 田口 博康 H27.8.1 団体役員 

2 業務執行理事 濱野 一彦 H24.5.14 センター職員 

3 業務執行理事 中村さよ子 H25.10.22 センター職員 

4 業務執行理事 松田 義弘 H28.2.2 センター職員 

5 理 事 松岡 勲 H24.5.14 会社社長 

6 理 事 荒巻 隆三 H24.5.14 京都府議会議員 

7 理 事 内藤 彰治 H24.5.14 団体役員 

8 理 事 鈴木 崇義 H30.12.13 宇治市議会議員 

1 監事 道本 俊規 H25.10.22 会社経営 

2 監事 山崎 信人 H25.10.22 会社員 

1 評議員 安部 和子 H25.9.17 司法書士 

2 評議員 池西 正治 H25.9.17 小学校教諭 

3 評議員 伊勢 達郎 H25.9.17 団体役員 

4 評議員 衣川 斗美子 H25.9.17 保育園園長 

5 評議員 篠田 常生 H25.9.17 団体役員 

6 評議員 園崎 弘道 H25.9.17 京都府議会議員 

7 評議員 高桑 鉄則 H25.9.17 団体職員 

8 評議員 田中 鈴美枝 H25.9.17 生涯学習センター講師 

9 評議員 坪内 俊之 H25.9.17 会社経営 

10 評議員 中村 三之助 H25.9.17 京都市会議員 

11 評議員 渡辺 邦子 H28.2.2 京都府議会議員 

12 評議員 青柳 良明 H28.6.6 会社役員 
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6-2.職員に関する事項 

 

2021年 3月現在  

氏名 就職年月日 担当 

濱野 一彦 S57.4.1 
業務執行理事、財団本部長 

府立木津川運動公園園長 

中村 さよ子 H9.7.7 
業務執行理事、財団副本部長 

総務部部長 

松田 義弘 H22.3.21 
業務執行理事、財団副本部長 

大正池所長 

田口 愛美 H20.8.21 公益１課課長、友愛の丘勤務 

篠田 知幸 H23.11.21 収益１課課長、友愛の丘勤務 

二本柳 知子 H26.11.17 公益３課 公園業務課課長 

内田 提一 H26.4.1 公益３課 公園管理課課長 

山本 美樹 H26.4.1 公益３課 管理課担当課長 

柿本 浩孝 H25.12.5 公益１課、友愛の丘勤務 

栗田 省吾 H27.3.3 公益３課 公園庶務担当 

山村 茂裕 H28.4.6 公益３課 公園管理課勤務 

益田 裕一 H29.1.1 公益３課 公園管理課勤務 

衣川 匠 H29.4.21 公益１課、友愛の丘勤務 

関 伸一朗 H29.5.21 収益 2課、大正池勤務 

杉山 祥弘 H29.9.1 収益１課、友愛の丘勤務 

人長 真弥 H29.12.27 収益 2課、大正池勤務 

西田 良彦 H31.4.1 公益３課 公園管理課勤務 

稲村 真悟 H31.4.21 公益３課 公園業務課勤務 

舩越 義正 R1.11.27 公益３課、公園業務課勤務 

 

  



 23 

6-3.会議に関する事項 

⑴理事会 

開催年月日 議事事項 会議の結果 

2020.6.2 

第１号議案 

 平成 31年度事業報告を承認する件 

第 2号議案 

 平成 31年度収支決算を承認する件 

第 3 号議案 

 理事選任を検討する件 

第 4 号議案 

 評議員会の開催を議決する件 

可決 

2021.3.20 

第 1 号議案 

 2021 年度事業計画案を承認する件 

第 2 号議案 

 2021 年度収支予算案を承認する件 

第 3 号議案 

 寄付制度を検討する件 

可決 

 

⑵評議員会 

開催年月日 議事事項 会議の結果 

2020.6.19 

第１号議案 

 計算書類及び事業報告等承認の件 

第２号議案 

 理事の任期満了及び辞任による選任の件 

可決 

上記の評議員会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、書面開催とした。 

以上 

 


